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研究成果の概要（和文）：ルーン石碑という死者記念石碑に注目し、９世紀から１１世紀にかけてのスカンディ
ナヴィア人が、同時代の国際政治秩序形成や文化変容にどのような形で寄与していたのかを明らかにすることが
本研究の目的である。当該目的を国際水準で遂行するために、日本において複数回の国際シンポジウムを開催
し、研究期間中に１２ヶ月にわたりオックスフォード大学グローバルヒストリー研究所に滞在し、当該施設に所
属する研究者と共同研究を行なった。その結果としてスカンディナヴィア人が、船舶や海域や河川という自然環
境を他集団よりも有利な形で利用し、ユーラシア西部における政治秩序の形成や文化変容に大きく関わっていた
ことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aims at elucidating, on the basis of the analysis of rune stones,
  how the Scandinavians contributed to the development of political order and cultural 
transformation in a western part of the Eurasian continent in the 9th to the 11th centuries.To do so
 efficiently and internationally, I held several times of international workshops in Japan and 
stayed as a visiting scholar at the Oxford Centre for Global History for a year to cooperate with 
the researchers who are interested in the Global Middle Ages. As a result,  it was revealed that the
 Scandinavians used ships and the maritime and riverine environment more advantageously than other 
contemporary social groups and were greatly involved in the formation of political order and 
cultural transformation in the western part of Eurasia.

研究分野：北欧中世史

キーワード： ヴァイキング　スカンディナヴィア　フランク王国　イングランド王国　ロシア　ビザンツ帝国　イス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果により、通例ヴァイキングと呼ばれる９世紀から１１世紀にかけてのスカンディナヴィア人が、船
舶を駆使することで海域や河川で優位に立つことにより、北大西洋世界からユーラシア西部に至る独自の交易ネ
ットワークを形成し、各地の外交システムや国家形成などに直接的間接的に関与することで、北ヨーロッパ、ロ
シア、ビザンツ帝国、イスラーム世界などの歴史展開に大きな影響を与えていたことが明らかとなった。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

 本研究の背景として、基課題である科研費若手研究 A「スカンディナヴィアとその影響圏に

おけるルーン石碑の総合研究」（H25-28）を加速度的に進展させる必要が要請されていたこと

を前提として共有したい。基課題は、（１）スカンディナヴィア三国（デンマーク・ノルウェー・

スウェーデン）とその影響圏（ブリテン、北大西洋、大陸、ロシア、ビザンツなど）における

ルーン石碑の分布・機能・特徴を調査し、（２）ルーン石碑がその建立者の行使する政治権力と

どのような関係にあったのかを明らかにし、（３）そのようなルーン石碑を権力要素とするスカ

ンディナヴィア人が、その周辺世界（ラテン・カトリック世界、ギリシャ正教世界、イスラー

ム世界、遊牧民国家）と交渉し影響圏を拡大する中で、同時代の国際政治秩序形成や文化変容

にどのようなかたちで寄与し、また逆に寄与を受けていたのか明らかにすること、を目的とし

た。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、上記目的のうち、（３）スカンディナヴィアならびにその影響圏と外部世界の関係

の解明を加速させることに重点を置いた。というのも、（３）は近年の歴史記述に大きな影響を

与えているグローバルヒストリーに関わる内容であるが、本研究が解明を試みる中世スカンデ

ィナヴィア人の活動を、そのグローバルヒストリーの枠組みの中で十分に論じた研究は存在し

ないからである。しかし、スカンディナヴィアをヨーロッパとユーラシア世界の結節点となる

境界領域と理解し、移動するスカンディナヴィア人の歴史的役割を明らかにすることで、従来

のグローバルヒストリー記述の見直しが期待される。そのため、以下の内容をさらなる目標と

した。 

①中世（５世紀から 15世紀）のグローバルヒストリーに関わる研究状況の調査を行う 

②そのなかに、研究代表者の研究成果により得られたスカンディナヴィア人の活動を位置付け

る 

 

３．研究の方法 

 上記目的を達成するために以下の方法で研究を行なった。 

（１）個人による調査 

 そもそもグローバルヒストリー研究のなかでさほど進展しているとは言えない、中世グロー

バルヒストリーの研究現状について正確に把握する必要がある。研究代表者は、10・11世紀を

中心にスカンディナヴィア世界が中世ヨーロッパ世界とユーラシア世界をつなぐ役割を果たす

認識を深めることのできる可能性のある近年の研究を調査し、後述する共同研究での報告のた

めに必要な論点の抽出に努めた。なおその成果は、共同研究者の Catherine Holmes博士の論

考とともに、本年度中に日本語で刊行される予定である。 

（２）専門家との共同作業 

 本研究を進めるためには、すでに基課題でも試みているように、スカンディナヴィア以外を

領域とする専門家と共同作業をする必要がある。そのため、本研究では、日本において複数回

の国際シンポジウムを開催し関連テーマの論点を深めるとともに、2018 年 3 月から１年間、

オックスフォード大学グローバルヒストリー研究所に滞在することで、現地研究者との共同作

業を行い、課題内容を進展させた。その際、当該施設のファシリティを十分に活用するだけで

はなく、研究代表者は欧州の様々な研究施設（リーズ、リェイダ、レイキャヴィーク、カン、

ウィーン、ヨーク）で報告を行い、多様な背景を持つ中世史学者とともにディスカッションを



行なった。とりわけ 2019年 2月には、本研究の一つのまとめとして、共同研究者らとともに、

Medieval Zomia: Stateless Spaces in the Global Middle Ages（中世のゾミア：グローバルな

中世における国家なき空間）という 2日にわたるワークショップを開催した。このワークショ

ップでは、ヨーロッパのみならずアメリカやアジアにおいて「中世」とされる時代を研究する

１５名が報告を行ったが、うち報告者を含む５名は日本人研究者であった。特筆すべきは、東

アジアやモンゴル帝国など、イギリスでは研究層の薄い地域の知見を日本人研究者が紹介する

ことによって、イギリス側と日本側が相互に成果を共有することができた点である。 

 

４．研究成果 

本研究の成果を要約する。 

（１）スカンディナヴィア人は、１０−１１世紀にかけて、それ自体の国家を形成するとともに、

その周辺地域において、彼らの強い影響のもとに、アイスランド、イングランド北部、ノルマ

ンディ、ロシアといった地域に政治的空間を現出せしめた。こうしたスカンディナヴィア人の

政治活動は、北ヨーロッパにおける国際関係に大きな影響を与え、１２世紀以降のヨーロッパ

秩序を形成する礎の一つとなった。 

（２）以上のようなスカンディナヴィア人の活動は、彼らが船舶を巧みに用い、海域や河川で

の活動を多集団に対して有利に進めることができたためでもある。そのような活動が可能とな

ったのは、日常的に海域のなかで生活を行なっていたスカンディナヴィア人が、船舶共同体と

名付けるべき、船舶を中心とした共同体を北欧現地において形成していたからである。 

（３）（２）を認識する中で、研究代表者は、海域・河川・島嶼といった観点から、スカンディ

ナヴィア人の活動を理解する必要性を確認した。 
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